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まえが き

ミ ャ ン マ ー 連邦は ､ 広大 な国土面積 6 7 . 7 万 k m
2
( 日本の 約 1 . 8 倍) を右 し､ 豊 かな

土地と水資源 に 恵まれ て い る が ､ 長年の 鎖国政策に よ っ て 国土 開発が立 ち遅れ ､ 経済活

動 が停滞 して き た ｡ 1 9 8 8 年の 国軍ク ー デタ 一

に よる 国家法律秩序回復協議会政権の

誕 生以来､ 従来 の社会主義経済政策が放棄され 開放化政策 に 転換 して きた ｡ その 結果 ､

経済成長は著 しく伸 び ､ 1 9 9 7 年の ア ジア 通 貨危機 の 影響を受け たもの の ､ 1 9 9 9

年 には 1 0 % を上 回る実質経済成長率を達成 して い る ｡ 特に 国内総生産の 5 0 % を占 め､

総人 口 の 7 5 % を抱えて い る農業部門に おい て は ､ 増 大する人 口 を養い ､ 穀物 ･ 豆類等

の 輸出品を増産す るた め に ､ 潅漑を中心 と した農業基 盤整備が急 ピ ッ チで 進め られて い

る ｡ しか し
一 方で は ､ あ ま りに 急激な経済成長を指 向するあ まり ､ 長期的な展望 ( 国家

社会経済開発計画等) も な い ま ま ､ あ る い は ま た農村部 に おける生 活イ ン フ ラ 整備や農

民組織の 整備が伴わな い 開発 とな っ て い る ｡ 市場化 経済 に移行 し つ つ ある現在 ､ 都市部

と農村部の 格差の 拡大 や均衡を失 し た国土 開発 が ､ 将来の 社会問題を生 み 出す要 因 とも

な りかね な い 状況 で ある ｡

今回事前調査 を した ｢ テ テ ィ チ ャ ン地 区 モ デ ル 農村整備計画調査+ は ､ 農業生 産イ ン フ ラ

整備の み な らず､ 農村生酒環境整備を目標と した モ デ ル農村整備事業で あ り ､ 周辺 に広

が る広大な農地の モ デ ル 開発 地区 とな る こ と が期待さ れ て い る ｡ ミャ ン マ ー 国政府 は ､

国家経済の 主柱で あ る農業 の 振興が 他部門 産業 へ 波及 す る効果を認識 して お り ､ また将

来の 国家 の 安定経営 に は ､
バ ラ ンス の とれ た農業 ･ 農村 開発が不 可欠で あ る こ とも共通

した認 識で あ る が､ そ の 実現は技術 的 ･ 資金的制約 の た め遅 々 と して い る ｡ よ っ て ､ こ

れ ら の計画が日本政府の 援助に より実施さ れる こ と を期待 して い る ｡

近 い 将来 ､ この 事業計 画 が日本政府 の 協力案件 と して 取 り上 げ られ ､ 我 が国と ミ ャ ン マ

ー

国との 技術 ･ 経済協力と して 推進され る こ とを期待致 します ｡

平成 1 3 年 1 月

A D C A 調査 団長

高 橋 宏 徳
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1 . 経緯 ･ 背景

ミ ャ ン マ
ー は ､ 稲作 を中心 とする農業国で あ る ｡ 生産面( 実質 G D P シ ェ ア ､ 9 7 年暫定

値) で は ､ 第
一

次産業 ( 農 ･ 林 ･ 畜産 ･ 水産業) が ､ 5 8 . 8 % ( 農業の み で 5 2
. 0 % )

と圧倒 的で ､

一

方､ 第 二 次産業は発達が遅れ G D P シ ェ ア で 1 0 . 7 % を占め る に すぎず ､

ま た ､ 第三 次産業は 3 0 . 5 % とな っ て い る ｡ こ こ 1 0 年ほ ど産業構造の 目立 っ た変化は

ない ｡ その 他の 産業で は ､ 住宅 ･ 道路 ･ 橋梁が徐々 に 増加 して い る 一

方､ 電力､ 運輸 ､

通信等のイ ン フ ラ関連部門の 伸び悩み が見られ るが ､ シ ェ ア は分散して おり ､ 全 体の 1

割を越える業種は な い ｡

就業面 ( 9 5 / 9 6 年推計) で は ､ 第
一

次産業が 全体の 6 7 . 4 % ( 農業の み で 6 4
. 1 % )

と高い 割合を占め ､ 製造業 は8 .
4 % ､ 商業部門は 9 . 8 % な どとな っ て い る ｡

なお ､ こ う した産業構造 を反映 して ､ コ メ ､ 豆 類な どの 農産物や木 材な どの 一 次産品を

輸出 して ､ エ 業製 品を輸入 する と い う 貿易構造 に な っ て い る ｡ 9 4 / 9 5 年度の 数値で ､

農産物 は輸 出全体 の 4 5 . 9 % を占め ､ 木材が 2 2
. 3 % と こ の 両 者で 6 8 . 2 % に も達す

る ｡

農業 は ､ 生産､ 雇用 ､ 輸出等の 面に お い て ミ ャ ン マ ー 経済の 中心 で あり ､ そ の 生産動向

が経済全体を左 右す る主 要産業 で あ る ｡ 現在で は ､ 市場経済下 の 進展の 中 ､ 多様な 国土

条件 を生 か して ､ 主要作物で あ る コ メ の ほ かモ ヤ シ の 原料となる マ ン グ ピ ー ン ､ マ ッ ぺ

等の 豆類 ､ ゴ マ
､ 落花生 ､ 綿花 ､ 果 樹な ど多種多様な作物が生 産さ れ ､ 生 産量 も増加傾

向に ある ｡ ま た ､ 耕地 面積は 8 . 8 6 百万 b a ( 9 5 / 9 6 年度暫定値) で ､ 増加傾向に あ

る もの の ､ 休耕地 1 . 2 8 百 万 b a ､ 耕作可 能地 7 . 9 9 百万 b a と依然と し て耕 地拡大の 可

能性が大き い ｡

も っ とも中心的な生 産物は コ メ で ､ か っ て 6 0 年代までは ､ 年間2 0 0 - 3 0 0 万 ト ン

を輸出 する タイ に 次 く輸出国で あ っ た ｡ しか しなが ら ､
ビ ル マ 式社会主 義政権下 で 農民

の 生産意欲が薄れ生産量 が低迷 した ｡ ま た ､ 国内消費も増加した こ と か ら ､ 輸出量 は徐々

に減少し ､ 8 0 年代後 半に は 国内消費米も不足 する事態に 至 っ た ｡ し か しな が ら､ 市場

経済下の 進行に よ り9 0 年代は 年々生産量 が増大 し,
9 5 / 9 6 年度実績 で ､ 1 9

,
5 6 8

千ト ン が生産され て い る ｡ ま た､ 輸出も生産量 に対応 して 増加 して お り ､ 9 4 / 9 5 年度

に は 1 0 4 . 1 万 ト ン を輸出 し ､ 約 2 0 年ぶり に 1 0 0 万 ト ン台を回復 した ｡

ミ ャ ン マ ー の 稲作は ､ 可耕地の 拡大､ デ ル タ 地域で の 潅漑の 整備に よる 二 期作 ､ 三期作

の拡大 ､ 肥料投入 の 増加 ､ 機械化の
一

層の 進展な どに より ､ コ メ の 増産の 可能性や輸出

増大の 可能性が大 きく ､ そ の 期待も 高い ｡ ま た ､ 潅漑率は ､ 9 2 / 9 3 年度間で ほぼ 2 0

年間ほと ん ど変化は な か っ たが ､ 政府で は 2 0 0 0 年ま で に潅漑率 を 2 5 % に まで 向上
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させ る計画を持 っ て お り ､ 9 2 / 9 3 年度 より潅漑用 ダム ･ た め池の 建設 ､ 小型 ポ ン プ の

導入 な どを行 っ た結果 ､ 9 5 / 9 6 年度暫定値で は 2 1 . 1 % と初め て 2 0 % 台を達成 し

た ｡

2 . 計画地区の 概要

( 1 ) 位置

T et T it E y 皿 地区 はヤ ン ゴ ン 州に属 し ､ その 中心地ま で は ヤ ン ゴ ン よ り北西約 2 5 k m ､

車で 約 4 0 分 の 行程 で あ る ｡ 地 区 は H l a n g 川 と P a n b l a n g 川 に 挟まれ た地 区で 北 緯 1 6
0

4 9
′

-

1 7
0

0 2
′

､ 東経 9 5
0

4 9
′

- 9 6
0

0 4
′

に 位置する ｡ 面積は 4 万 エ ー カ ー ( 1 6
,
0 0 0

b a) で ある ｡

( 2 ) 気象

本地区 は典型 的な熱帯モ ン ス
ー

ン気候で ある ｡ 雨期は 5 月 に 始ま り 1 0 月 まで で ､ 乾期

は 1 1 月 に始 まり 4 月 ま で 続く ｡ 年平均降雨量 は 2 , 4 0 0 m m に 達する ｡ 調査対象地 区

内に は気象観測所 は な い が ､ 首都ヤ ン ゴ ン の 近 傍で あ りそ の 気象観測 デ ー タ を利用 す る

こ とがで きる ｡

ヤ ン ゴ ン の 月平 均気温 と 月別 降雨量 を下 表に 示す ｡

1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 1 0 月 1 1 月 1 2 月 年平均

気温 C
O

2 4 .3 2 5 .2 2 7 . 2 2 9 .8 2 9 .5 2 7 .8 2 7 . 6 2 7 .1 2 7 .6 2 8 .3 2 7 . 7 2 5 .0 2 7 . 3

降 雨量 m m 8 5 6 1 7 2 6 0 5 2 4 4 0 2 5 7 4 3 9 8 2 0 8 3 4 3 2 4 3 9

( 3 ) 地形

本地 区は標高4 m 程度の 起 伏 の 少な い エ ー ヤ ワ デ ィ 川 デ ル タ の 低平地で あ り ､ 地 区 の 北

側は H l a n g 川 に より ､ 地区 の 南側は そ の 支流で あ る P a n b l a n g 川 に 囲 まれ て お り､ 雨 期 の

河川 増水時に は地 区内に 河川 か ら逆流 して 湛水被害を起 こ して い る ｡

( 4 ) 農業

受益地の ほ とんどは水田あ る い は湿地 ･ 沼地で ある ｡ 潅漑施設が整備 さ れ て い ない の で

水 田は 雨期水稲作の み行 わ れて おり ､ 乾期 に は排永路周辺 で 可搬式ポ ン プ に より小 規模

な潅漑が行わ れ ､ 自家消費用 と
一

部首都 圏で の 販売用 に 読菜の 栽培 が行 われ て い る ｡

沼地で はイ ンデ ィ ア ン カ ー プ ( 鯉の
一 種) の養殖が行わ れ て お り ､ 消費地で あ るヤ ン ゴ

ン首都 圏が近 い の で鮮魚 と して 出荷され て い る ｡

- 2 _



( 5 ) 農業イ ン フ ラ

ミ ャ ン マ ー 政府 は自己資金 に よ っ て ､ 排水樋 門 ､ 幹線排水路､ 支線排水路､ 幹線道路等

を建設 して きた が ､ い ずれ もそ の 能力､ あるい は延長 ･

密度等が 十分で は な い ｡ そ の た

め雨期 には 湛水被害を受け てい る ｡ ま たス ワ ン プには乾期に もか なりの 水量 が潅漑に 使

用 可能と考え られ るが ､ 潅漑施設が未整備の ため乾期作は極 く
一

部 に 限られ て い る ｡

3 . 計画の 概要

周辺 に 広が る広大 な農地 の モ デ ル 開発地 区 とな る こ と が期待さ れ て い る ｡ 既存 の 排水樋

門の 改修 ､ 幹支線排水路 の 整備 ､ 潅漑施設 の 整備 ､ 農道の 整備等を行うと とも に ､ 農業

技術の 向上及 び機械化農業 の 普及 を図る こ と を目的と して ､ 試験 圃場､ 展示 圃場､ 訓練

圃場を設け る ｡ また ､ 事務室､ 試験室 ､ 訓練室 ､ 倉庫 ､ 集出荷場 ､ 乾燥場等の 建物も必

要 で ある ｡

( 1 ) 排水樋 門 ･ ポ ン プ場

地区 内に は既 に 3 カ所 の排水樋門が設置され て い る が ､ 通 水能 力が不 足 して い る ｡ 地区

全体 1 6
,
0 0 0 b a に対す る排水樋門 の 改修と ､ 試験 ･ 展 示 ･ 訓練圃場約1

,
0 0 0 b a に

対する排水ポ ン プ の新設が必 要で ある ｡

排水樋門 通 水能力 2 5 m
3
/秒 Ⅹ 3 カ所

排水 ポ ン プ 容量 2 . 5 m
3
/秒 ･ 実揚程 2 m x l カ所

( 2 ) 幹支線排水路

現況 の 幹線道路 と平行 して 走る幹線排水路 は ､ ほ ぼそ の機 能を果 た して い る と考え られ

る が ､ 第 2 ､ 第 3 の 排水樋門 に 連な る幹線排水路 は全く能力不足 で 新設 しな けれ ば な ら

な い ｡ また支線水路の 延長及 び 密度とも に不 十分 で あ る ｡

幹線排水路 延 長約 4 0 k m

支線排水路 延 長約3 0 0 k m

( 3 ) 潅漑施 設

全体面積 の 2 0 % に当 たる 3
,
2 0 0 b a を対象 に 潅漑施設の 整備を行う ｡ 用水源 は H l a n g

川及び P a 血1a n g 川 で あり ､ ポ ン プ場を5 カ所程度 に 分散 し揚水する ｡ 用水路は原則 と し

て コ ン クリ ー トラ イ ニ ン グ 開水路と する ｡

( 4 ) 農道

現在 ､ 地区 内で 自動車が通 行で き る 道路は ､ 地区 内の 南部を東西に 走る ア ス フ ァ ル ト舗
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装道路の み で あり ､ こ れを幹線道路として 直交する方向に支線道路を計画する 必要があ

る ｡ また ､ 農地の 区画整備 と併せ て耕作道路を計画する ｡

( 5 ) 試験
･ 展示 ･ 訓練圃場

試験 ･ 展示 ･ 訓練の た め に 約1 , 0 0 0 b a の 圃場を用排水路 ､ 農道を完備 したモ デ ル 農場

を整備する ｡

( 6 ) 建築物

事務室､ 試験室､ 訓練室 ､ 倉庫 ､ 集出荷場､ 乾燥場等の 建物が必 要で ある 0

一

管理棟 ( 事務室､ 試験研究室 ､ 研修訓練室) ‥

一

倉庫 ( 農機具の 保管 ､ 収穫物の 調製
･ 梱包) ‥ ･

一 研修農民簡 易寄宿舎 ･ ･ ･ ･
･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･

( 7 ) 機材

本モ デル 農場に 必 要な機材は次の 通 りで ある ｡

一 栽培管理 用農業機械

4 輪ト ラ クタ ー

耕転機

ス プ レ ー ヤ ー セ ッ ト

コ ン バ イ ン ハ
ー ベ ス タ ー 等

一 脱穀種子 調製機材

脱穀機

種子 調製機材 ( 素選機 ､ 精選機 ､ 台秤等) 等

一

試験検査用機材

試験管､
ビ ー カ ー

､ ピ ペ ッ ト等ガラ ス 器 具

秤 ､ 温度計､ p H メ ー タ ー 等測定器異

気象観測装置等

-

ワ
ー ク シ ョ ッ プ用機材

電気 工 具

工 作機械

計測 工 具等

一 事務機器

パ ソ コ ン

フ ァ ッ ク ス

コ ピ ー 機等

一 車両

_ 4 -
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一 家具

4 .

ス テ ー

シ ョ ン ワ ゴ ン

オ ー ト バ イ

ピ ッ クア ッ プ ト ラ ッ ク等

収納家具

机 ･ 椅子 ･ テ
ー ブル 等

総合所見

世界 に お け る最貧国 か ら離陸 しよう と し て い る ミ ャ ン マ ー は ､ 当面 は国家経済 の 主柱で

ある農業の 生 産性 を高 め ､ 増大する人 口 に 対 して 食糧自給の 確保を図り つ つ ､ か つ 輸 出

を振興 して 他産業の 活性化 へ の 波及効果を狙 っ て い る ｡ その た めに は農業技術 の 近代化

と農地及 び農業施設を含 めた農村イ ン フ ラ を整備 して 土台を強 固 に するた めの 政策 に優

先度 が与えられ て い る ｡

本地 区は エ
ー ヤ ワ デ イ 川 デ ル タ の 東の 端 に 位置 し､ 年間 2

,
4 0 0 m m と い う降雨量 に も

恵まれ て い るた め ､ 雨期作に 対 して 十分 な水が ある ｡ 逆 に エ
ー ヤ ワ デ イ 川 の 高水 に よ っ

て地 区内排水が 困難に な っ て 排水不 良を起 こ し て い る ｡ ま た乾期 に も河 川 の 基底流量 は

比較的豊富で ､ ポ ン プ に よる乾期作潅漑が部分 的に 可能 と考えられ る ｡

首都ヤ ン ゴ ンの 近郊に 位置する 事から ､ 将来の ヤ ン ゴ ン市の 発 展 に連動 して 都市近郊型

の近代的な農業 を確立 する 必要があ り ､ そ の 為の モ デ ル地 区と して 整 備す る計画 で あ る ｡

本テ テ ィ チ ャ ン地区 モ デル 農村整備計画の 構想は 当初 ､ 農業潅漑省潅漑局 より提案が あ

っ たもの で ある が ､ そ の 後 ､ 栽培技術 や機械化 に つ い て の 責任部局 で ある農業計画局及

び実施 部隊で あ るミ ャ ン マ ー 農業公社 と打合せ を行 っ たと こ ろ ､ こ の 案件 に つ い て 大変

興味を示 した ｡ 特 に農業計画局 は ､ 農業潅漑省の 官房 と して の 役 割を持 っ て お り ､ 接続

道路や 流通 ･ 加 工 等､ 他省庁と の 調整が必 要な場合 に は ､ 積極 的に そ の役割を果たす と

の 発言が あり ､ 農業潅漑省と して推進す る事とな っ た ｡

ミ ャ ン マ ー

政府 は上記計画の 実施 を急い で い る が､ 技術的に も経済的にも制約がある た

め､ 日本国政府 の 技術協力 並び に 経済協力 に よ っ て 実施 され る こ とを強く望 ん で い る ｡

将来 こ の 案件が ､ 日本政府の ｢ 無償資金協力 十 プ ロ ジ ェ ク トタイ プ技術協力+ と して 取り

上 げ られ ､ 推進され る こ と を期待 して い る ｡
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添付資料

1 . 調査団員

高橋宏徳 ( 株) 三祐 コ ン サ ル タ ン ツ 海外事業本部 技術顧問

2 . 調査日程

目願 月 日 曜 行程 宿泊

1 1 / 9 火 移動 日 東京 一 バ ン コ ク T G 6 4 1 ヤ ン ゴ ン

バ ン コ ク ー ヤ ン ゴ ン T G 3 0 5

2 1 / 1 0 水 農業計画局 ､ 潅漑局 と打合せ ヤ ン ゴ ン

大使館 ､ JI C A 事務所 表敬打合せ

現地踏査

3 1 / 1 1 木 資料収集 ヤ ン ゴ ン

4 1 / 1 2 金 資料収集 ヤ ン ゴ ン

5 1 / 1 3 土 資料収集 ヤ ン ゴ ン

6 1 / 1 4 日 計画構想作成 ヤ ン ゴ ン

7 1 / 1 5 月 農業計画局 ､ 潅漑局 へ 報告 ･ 打合せ バ ン コ ク

移動 ヤ ン ゴ ン
ー バ ン コ ク T G 3 0 6

8 1 / 1 6 火 移動 日 バ ン コ ク 一

束京 T G 6 4 0

3 . 面談者

( 1 ) 大使館

古川 和弘

( 2 ) JI C A 事務所

青木利道

菅谷 晋

( 3 ) 農業計画局

TI N H T U T O O

( 4 ) ミ ャ ン マ ー 農業公社

T I N ⅢL A

二 等書記官

所長

潅漑技術 セ ン タ ー 専 門家

局 長代行

長官

TIN HTUT OO

TIN HLA



( 5 ) 潅漑局

E Y A W S A N Ⅵ N

O ⅢN G A I N G

K W T H E I N

E liI N M A U N G T I N T

局長

設計部長

計画部長

計画部次長



現地写真
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P a 血1 a n g 川 か ら

E l a n g 川 へ の 排水

樋門

地 区内 より H l a n g

川 へ の 排 水 樋 門

( 下流より見る)

2 m x 2 m の フ

ラ ッ プ ゲ ー ト 4 門

1 6 ,
0 0 0 b a の

配水施 設と して 能

力不足

同上 ( 上 流より見

る)

2 In X 2
. 5 m の

ス ル ー

ス ゲ ー ト 4

門



区内の 主要道路

こ れ 以 外 に 辛 が 通 れ

る道路 は な い

′

･■

l
-

･/

道 路 と立巨行 し て 走 る

線排 水 路

通 水 能 力 は あ る と 考

え られ る

幹 線 排 水 路 に 接 続 す

る支線排 水 路

水路密度 ､ 延 長 とも 不

して い る

｢



′

､ ＼
一t ノ月

二

も

省
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排 水 路 に 設 置 し

た 可搬式ポ ン プ潅

漑に より乾期作 が

一 部行われ て い る

地 区 内 に あ る 多

数 の 池で はイ ン デ

ィ ア ン カ ー

プ ( 鯉

の
一

種) の 養殖が

行われ て い る

現地 踏査の 状況
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